
（
母
子
保
健
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

母
子
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
そ
の
標

記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
九
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
支
援
）

第
一
条

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
の
二
第
二
項
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
支
援
は
、
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
の
う
ち
そ
の
心
身
の
状
態
等
に
照
ら
し
健
康
の
保
持

及
び
増
進
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
包
括
的
支
援
対
象

者
」
と
い
う
。）に
対
し
て
、
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）の
作
成
並
び
に
支
援
の
実
施
状
況
及
び
当
該
者
の
状
態
を
定
期
的
に
確

認
し
、
当
該
状
態
を
踏
ま
え
、
当
該
者
に
係
る
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

第
一
条

削
除

２

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
、
包
括
的
支
援
対
象
者
が
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
一
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
支
援
児
童
等
そ
の
他
の
者
で

あ
る
と
き
は
、
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成
を
担
当
す
る
職
員
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六

十
四
号
）
第
十
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
計
画
の
作
成
を
担
当
す
る
職
員
と
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
査
）

（
健
康
診
査
）

第
二
条

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
満
一
歳
六
か
月
を
超
え
満
二
歳
に
達
し
な
い
幼
児
に
対
す
る
健
康
診
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る

満
一
歳
六
か
月
を
超
え
満
二
歳
に
達
し
な
い
幼
児
に
対
す
る
健
康
診
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
一
〜
十
一

略
﹈

﹇
一
〜
十
一

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
）

（
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
）

第
七
条
の
三

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
三

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

一

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

二

児
童
福
祉
法
第
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

二

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

﹇
三
・
四

略
﹈

﹇
三
・
四

同
上
﹈

（
指
定
辞
退
の
申
出
）

（
指
定
辞
退
の
申
出
）

第
十
三
条

指
定
養
育
医
療
機
関
の
開
設
者
は
、
法
第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
二
十

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
都
道
府
県

知
事
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条

指
定
養
育
医
療
機
関
の
開
設
者
は
、
法
第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ

の
旨
を
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
等
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
五
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
支
援
は
、
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
の
う

ち
そ
の
心
身
の
状
態
等
に
照
ら
し
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者
に
対
し
て
、
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
支
援
プ
ラ
ン
」
と

い
う
。）の
作
成
並
び
に
支
援
の
実
施
状
況
及
び
当
該
者
の
状
態
を
定
期
的
に
確
認
し
、
当
該
状
態
を
踏
ま
え
、

当
該
者
に
係
る
支
援
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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